
《Lesson 5》 いる・ある（疑問詞＋疑問文） 

【いる・ある（疑問詞＋疑問文）： 基本の形】 

疑問詞 + be動詞 ＋ there + ～？ 

    ＜例＞ How much money is there in the world?  

   （世界にはどれだけの量のお金があるのですか） 

How many Chinese restaurants are there in this city?  

（この市には、何軒の中華料理店があるのですか） 

【作り方】 

ステップ 1：疑問詞の部分に適当な単語を入れて there + be動詞の疑問文を作る。 

ステップ 2：入れた「適当な単語」を疑問詞に戻す。 

ステップ 3：疑問詞を文頭に持ってくる。 

＜例 1＞ 「世界にはどれだけの量のお金があるのですか」という文の場合。 

ステップ 1：疑問詞の部分に適当な単語を入れて there + be動詞の疑問文を作る。 

      →「世界にはたくさんのお金があるのですか」 

   Is there a lot of money in the world?             

ステップ 2：入れた「適当な単語」を「疑問詞」に戻す。 

           Is there how much money in the world?            

ステップ 3：疑問詞を文頭に持ってくる。 

           How much money is there in the world?          

 

＜例 2＞ 「この市には何軒の中華料理店があるのですか」という文の場合。 

ステップ 1：疑問詞の部分に適当な単語を入れて there + be動詞の疑問文を作る。 

      →「この市には 10軒の中華料理店があるのですか」 

   Are there ten Chinese restaurants in this city?             

ステップ 2：入れた「適当な単語」を「疑問詞」に戻す。 

   Are there how many Chinese restaurants in this city?       

ステップ 3：疑問詞を文頭に持ってくる。 

           How many Chinese restaurants are there in this city?       
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